
林
是
幹
先
生
と
は
今
次
大
戦
に
同
じ
部
隊
に
応
召
し
、
先
生
は
中
隊
長
、
私
は
軍
医
と
し
て
、
生
死
を
共
に
し
、
戦
後
三
十
余
年
も
変

ら
ぬ
御
友
誼
を
頂
き
、
共
に
山
梨
に
住
み
、
消
息
を
通
じ
つ
つ
同
じ
く
古
稀
を
迎
え
ま
し
た
。

此
度
私
の
今
ま
で
や
っ
て
来
た
過
去
帳
と
農
村
医
学
の
研
究
で
、
記
念
論
文
の
機
会
を
与
え
ら
れ
、
心
か
ら
光
栄
と
存
じ
ま
す
。
わ
か

り
易
く
説
明
し
て
ほ
し
い
と
の
要
望
で
、
手
紙
の
形
で
書
く
こ
と
に
し
ま
し
た
。

新
潟
大
学
病
理
、
慶
応
産
婦
人
科
を
経
て
、
社
会
に
出
て
か
ら
今
ま
で
に
し
た
三
つ
の
研
究
の
う
ち
、
第
一
は
流
行
性
出
血
熱
（
孫
呉

熱
）
で
し
た
。
ハ
ル
ビ
ン
に
い
た
と
き
か
ら
何
か
と
心
の
準
備
を
し
て
い
た
の
で
す
が
、
昭
和
十
六
年
八
月
下
旬
黒
河
省
に
鉄
道
新
線
の

た
め
、
野
営
中
四
十
日
目
に
本
病
の
爆
発
的
発
生
を
見
た
。
あ
の
時
黒
河
省
だ
け
で
も
四
四
○
名
の
患
者
を
見
、
当
初
は
死
亡
は
五
割
以

上
だ
っ
た
が
最
終
的
に
六
六
名
（
一
五
％
）
が
死
去
し
た
が
、
甲
府
連
隊
も
近
く
の
孫
呉
に
駐
屯
し
て
い
た
。
当
隊
で
は
最
初
、
病
院
で

ぽ
う
け
ん

は
第
二
例
目
の
近
藤
兵
長
の
剖
検
に
立
ち
会
っ
て
か
ら
、
駐
屯
部
隊
の
混
乱
を
静
め
る
た
め
に
も
、
通
訳
ら
の
助
け
を
借
り
て
本
症
の
解

明
に
努
力
し
、
防
疫
対
策
と
し
て
媒
介
者
を
ノ
ミ
、
シ
ラ
ミ
、
ダ
｝
一
に
重
点
を
お
く
よ
う
、
関
東
軍
軍
医
部
に
三
度
報
告
、
こ
の
主
張
が

各
部
隊
で
実
施
防
疫
さ
れ
、
発
病
も
死
者
も
次
第
に
減
少
し
て
来
た
。
こ
の
間
数
ヶ
月
を
経
て
ハ
ル
ピ
ン
屯
営
に
年
末
帰
っ
た
。
そ
の
后

更
に
こ
の
病
気
は
朝
鮮
事
変
の
と
き
二
○
七
○
名
罹
患
し
一
二
二
名
死
亡
し
、
：
そ
の
后
大
阪
市
梅
田
駅
付
近
に
侵
入
し
た
。
そ
の
時
四
一

過
去
帳
と
地
域
医
療

中
澤
忠
雄
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年
に
私
は
日
本
医
事
新
報
に
公
表
し
た
。
最
近
は
東
北
、
新
潟
、
和
歌
山
の
大
学
実
験
用
の
ね
づ
ゑ
か
ら
感
染
し
た
十
数
名
の
医
師
が
問

題
と
な
り
、
当
初
の
関
東
軍
の
ダ
ニ
説
と
ソ
連
側
の
ノ
ミ
説
と
が
両
立
し
て
る
が
、
ビ
ー
ル
ス
に
よ
る
も
の
だ
。

そ
の
後
、
私
ら
は
中
支
戦
線
に
転
出
、
伝
染
病
の
宝
庫
の
中
で
防
疫
に
苦
心
し
、
パ
ラ
チ
フ
ス
、
赤
痢
の
ほ
か
、
小
生
も
マ
ラ
リ
ア
に

罹
り
、
疲
労
困
懲
し
て
部
隊
と
共
に
正
月
に
ハ
ル
ビ
ン
屯
営
に
帰
り
、
防
疫
給
水
部
の
助
言
で
サ
ル
・
ハ
ル
サ
ン
療
法
で
治
癒
し
た
。
昭
和

十
八
年
八
月
内
地
勤
務
と
な
り
、
千
葉
津
田
沼
で
終
戦
と
っ
た
。

終
戦
後
帰
郷
し
て
郷
里
山
梨
で
医
療
を
や
っ
た
が
再
び
伝
染
病
と
の
戦
い
、
ノ
ミ
、
シ
ラ
ミ
、
蚊
と
の
闘
い
だ
っ
た
。
や
っ
と
お
さ
ま

る
と
、
私
は
昭
和
二
七
年
診
療
所
か
ら
病
院
を
開
設
し
た
。
そ
れ
と
同
時
に
峡
東
地
方
は
米
麦
か
ら
果
樹
へ
と
一
斉
に
転
換
し
た
早
さ
に

驚
い
た
。
農
家
の
人
々
が
よ
い
果
実
の
収
櫻
の
た
め
、
夢
中
で
使
用
し
た
農
薬
殊
に
ホ
リ
ド
ー
ル
（
強
毒
有
機
燐
）
中
毒
、
事
故
死
、
自

殺
な
ど
に
対
応
し
、
医
学
誌
な
ど
を
参
考
に
し
つ
つ
、
果
樹
試
験
所
・
普
及
所
の
人
々
と
対
策
を
た
て
た
り
、
地
区
婦
人
会
、
母
親
学
級

の
人
々
に
二
十
年
以
上
も
話
し
た
り
、
学
会
に
報
告
し
た
。
こ
の
長
い
農
家
と
農
薬
と
の
戦
い
は
、
四
五
年
Ｂ
Ｈ
Ｃ
・
Ｄ
Ｄ
Ｔ
、
ホ
リ
ド

ー
ル
使
用
禁
止
で
や
っ
と
小
康
状
態
と
な
っ
た
。
こ
の
頃
か
ら
自
殺
す
る
艇
薬
の
種
類
も
変
わ
り
、
弱
毒
ス
ミ
チ
オ
ン
、
除
草
剤
な
ど
が

目
立
ち
、
こ
こ
数
年
は
農
薬
自
殺
が
激
減
し
、
縊
死
な
ど
に
変
っ
た
。

一
面
、
農
婦
は
ホ
リ
ド
ー
ル
を
多
用
す
る
と
、
体
重
減
少
と
共
に
強
く
性
周
期
を
乱
だ
し
、
一
時
的
不
妊
症
と
な
っ
た
り
し
た
。
妊
婦

に
ん
し
ん

は
妊
娠
中
毒
症
を
起
こ
し
、
中
年
者
は
機
能
性
出
血
を
起
こ
し
た
り
す
る
。
四
五
年
の
農
薬
規
制
に
よ
っ
て
強
毒
薬
廃
止
に
よ
っ
て
奇
型

串
つ
く
も

（
兎
唇
、
狼
咽
（
ひ
ど
い
ぶ
つ
く
ち
）
無
悩
児
な
ど
）
が
そ
の
多
用
期
に
比
較
す
る
と
蝿
以
下
に
減
少
し
た
。
こ
れ
は
奇
型
は
遺
伝
と
思

口
果
樹
農
家
と
胤
薬
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わ
れ
た
も
の
が
環
境
因
子
に
よ
る
と
考
え
ざ
る
を
得
な
い
。
こ
れ
は
戦
後
私
の
出
来
た
最
も
う
れ
し
い
報
告
で
あ
っ
た
。

こ
れ
は
妊
娠
初
期
に
農
薬
の
弱
毒
で
も
ふ
れ
な
い
よ
う
に
、
ハ
ウ
ス
内
で
も
同
様
で
あ
る
と
健
康
教
育
、
社
会
教
育
で
徹
底
し
た
こ
と

に
よ
る
農
婦
の
健
康
状
態
の
好
転
に
よ
る
も
の
で
あ
ろ
う
。

せ
ん
べ
ん

一
方
農
薬
も
公
害
の
あ
る
も
の
か
ら
公
害
の
な
い
農
薬
に
転
じ
つ
つ
あ
り
、
こ
の
点
で
日
本
は
世
界
に
先
鞭
を
つ
け
て
い
る
。

農
薬
（
殺
虫
剤
の
Ｄ
Ｄ
Ｔ
・
Ｂ
Ｈ
Ｃ
ら
）
が
急
性
伝
染
病
を
激
減
さ
せ
た
こ
と
は
周
知
の
こ
と
で
あ
る
が
、
果
樹
の
た
め
に
多
用
し
た

農
薬
が
桃
の
木
の
下
の
人
間
寄
生
虫
の
仔
虫
を
殺
し
た
こ
と
や
、
山
梨
県
の
有
病
地
で
、
昔
か
ら
〃
水
腫
腸
満
″
と
し
て
不
治
の
病
と
恐

れ
ら
れ
て
い
た
地
方
病
（
日
本
住
血
吸
虫
症
）
を
絶
滅
さ
せ
た
の
は
Ｐ
Ｃ
Ｐ
ｌ
Ｎ
ａ
や
ユ
リ
ミ
ン
な
ど
の
水
中
除
草
剤
で
、
そ
の
生
活
環

境
の
一
部
を
こ
わ
し
た
こ
と
に
よ
る
こ
と
に
気
付
い
た
人
は
少
な
か
っ
た
。

か
え
り
ゑ
て
夏
の
夕
空
の
燕
群
や
む
ら
雀
、
セ
ミ
、
ト
ン
ボ
な
ど
の
夏
秋
の
風
物
詩
の
復
活
し
つ
つ
あ
る
の
を
見
て
、
農
薬
と
人
間
・

生
物
と
の
共
存
は
可
能
だ
と
わ
か
っ
た
。

農
薬
の
利
点
は
非
常
に
大
き
く
、
毎
年
豊
作
つ
づ
き
で
飢
餓
の
心
配
は
な
く
過
剰
米
の
処
置
に
困
る
よ
う
に
な
り
、
地
方
病
や
寄
生
虫

も
激
減
の
大
功
績
で
県
民
全
体
に
与
え
た
好
影
響
は
甚
大
な
も
の
で
あ
っ
た
。

以
上
か
ら
お
わ
か
り
頂
け
た
よ
う
に
伝
染
病
・
結
核
な
ど
の
全
盛
時
代
は
十
年
’
二
十
年
前
に
終
っ
た
。
こ
れ
が
戦
後
の
疾
病
構
造
の

転
換
点
だ
っ
た
。
多
産
多
死
か
ら
少
産
少
死
に
変
っ
た
こ
と
で
あ
る
。

例
え
ば
、
結
核
と
の
戦
い
は
ス
ト
マ
イ
療
法
・
胸
廓
成
形
術
な
ど
戦
后
の
新
医
術
に
よ
る
も
の
で
、
私
自
身
も
罹
病
し
、
高
校
時
代
か

ら
三
回
一
学
期
づ
つ
入
院
し
人
工
気
胸
術
や
安
静
療
法
で
危
機
を
脱
し
た
。
大
学
病
理
助
手
と
し
て
四
年
間
千
例
の
剖
検
を
経
験
し
た
が

疾
病
構
造
の
変
化
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過
半
は
結
核
で
、
同
期
の
高
校
生
の
三
割
が
そ
れ
で
死
亡
し
た
。
か
か
る
難
病
が
約
十
年
間
に
ほ
ぼ
全
滅
し
よ
う
と
は
全
く
考
え
ら
れ
な

か
っ
た
。
癩
に
つ
い
て
も
同
様
だ
っ
た
。
戦
前
あ
れ
ほ
ど
多
か
っ
た
乳
幼
児
死
に
つ
い
て
も
同
じ
く
減
り
、
他
面
一
時
的
に
交
通
事
故
死

だ
け
激
増
し
た
が
、
現
在
は
漸
減
し
て
い
る
。

従
っ
て
、
例
え
ば
正
岡
子
規
や
小
川
正
子
の
「
小
島
の
春
」
「
あ
あ
野
麦
峠
」
な
ど
、
こ
れ
ら
疾
患
を
主
に
記
し
た
文
芸
作
品
は
将
来

な
く
な
る
だ
ろ
う
。

私
は
農
村
医
学
の
仕
事
が
一
段
落
し
た
と
き
、
伯
父
佐
藤
佐
吉
が
残
し
た
文
書
と
飛
騨
高
山
Ｏ
寺
過
去
帳
と
を
比
較
し
て
、
江
戸
か
ら

現
代
ま
で
の
当
地
住
民
の
死
因
解
明
の
糸
口
を
つ
か
ん
だ
。

伯
父
は
旧
甲
府
中
学
七
回
卒
で
、
私
の
恩
師
川
村
先
生
の
一
級
上
で
、
一
高
、
東
大
卒
、
長
く
教
職
に
あ
っ
た
が
、
退
職
後
郷
土
へ
の

仕
事
と
し
て
、
文
書
を
残
し
て
く
れ
た
。
こ
れ
が
二
代
が
か
り
の
今
回
の
研
究
の
発
端
と
な
っ
た
。

回
研
究
経
過
．
．
：
。
・

三
年
前
春
に
、
私
は
二
六
年
前
死
去
し
た
伯
父
佐
藤
佐
吉
が
、
生
前
三
十
数
年
か
け
て
蒐
集
・
整
理
し
た
「
郷
土
史
史
料
」
一
五
巻
（
佐

藤
家
文
書
）
の
中
に
、
上
万
力
村
（
現
在
山
梨
市
万
力
）
の
三
寺
院
の
過
去
帳
の
写
し
を
見
た
。
伯
父
は
こ
れ
ら
を
郷
土
史
や
家
系
の
解

明
に
用
い
、
と
こ
ろ
ど
こ
ろ
に
「
子
供
の
死
多
し
」
と
註
記
し
て
あ
る
の
を
見
、
医
師
と
し
て
そ
の
死
因
解
明
の
方
法
は
な
い
も
の
か
と

考
え
た
。
死
亡
年
令
に
よ
っ
て
大
人
と
十
歳
未
満
の
子
供
（
〃
幼
″
と
称
す
）
と
長
・
幼
二
段
階
の
死
亡
曲
網
が
は
っ
き
り
違
う
の
に
気

日
過
去
帳
の
新
し
い
調
べ
方

(2“）



僧
侶
に
よ
る
貴
重
な
記
録
が
あ
る
。

付
い
た
。

（
１
）
（
２
）

そ
の
后
立
川
氏
著
「
日
本
人
の
病
歴
」
を
読
承
知
っ
た
、
須
田
氏
の
「
飛
騨
Ｏ
寺
過
去
帳
の
研
究
」
の
原
著
を
頂
き
、
そ
の
病
名
の
明

ら
か
な
「
八
二
年
間
の
資
料
」
を
私
な
り
の
上
記
の
方
法
で
整
理
し
た
。
そ
の
結
果
、
痘
瘡
、
傷
寒
、
麻
疹
、
痢
症
な
ど
が
、
そ
れ
ぞ
れ

独
自
の
死
亡
曲
線
を
示
し
て
い
る
こ
と
を
知
っ
た
。

私
は
飛
騨
と
山
梨
の
同
時
期
の
資
料
を
比
較
し
、
多
少
の
遅
速
は
あ
る
が
、
多
く
の
酷
似
点
を
見
た
。
そ
し
て
峡
東
地
区
の
七
寺
院
の

一
九
、
六
○
○
名
に
つ
き
、
統
計
的
に
使
用
出
来
る
範
囲
ｌ
元
禄
元
年
か
ら
昭
和
五
一
年
末
ｌ
の
約
二
八
九
年
間
に
つ
い
て
ま
と
め
た
。

さ
ら
に
最
近
、
著
し
い
進
展
を
見
せ
た
当
地
の
郷
土
史
や
古
文
書
の
研
究
と
過
去
帳
の
と
こ
ろ
ど
こ
ろ
に
記
入
さ
れ
た
病
名
や
、
明
治

百
年
の
衛
生
統
計
、
県
衛
生
統
計
、
日
本
疾
病
史
な
ど
を
総
合
し
て
み
る
と
、
か
な
り
ま
で
死
因
の
解
明
が
出
来
た
。

こ
の
新
研
究
方
式
は
、
全
国
各
寺
に
保
存
さ
れ
て
い
る
普
通
の
過
去
帳
に
適
用
出
来
る
の
で
、
歴
史
人
口
研
究
班
の
丸
山
博
会
長
を
は

（
３
×
４
）

じ
め
、
各
位
の
指
導
協
力
を
得
て
、
第
四
二
・
四
三
回
日
本
民
族
衛
生
学
会
総
会
に
発
表
し
た
。

山
梨
県
で
は
、
甲
府
に
一
蓮
寺
過
去
帳
が
あ
る
。
鎌
倉
に
近
く
、
遊
行
寺
と
同
じ
時
宗
の
武
家
寺
で
、
六
三
○
年
前
か
ら
三
○
五
年
間

を
記
し
て
い
る
。
甲
斐
で
は
武
田
信
成
か
ら
信
虎
・
信
玄
を
経
て
徳
川
四
代
に
及
ぶ
約
千
名
が
記
さ
れ
、
十
数
回
の
合
戦
の
戦
死
が
記
さ

れ
て
い
る
。
男
女
比
は
一
三
対
四
で
子
供
の
埋
葬
は
な
い
。

こ
れ
と
ほ
と
ん
ど
同
時
代
の
妙
法
寺
記
が
郡
内
地
方
に
あ
り
、
建
永
元
（
二
一
○
六
）
年
か
ら
永
禄
四
（
一
五
六
一
）
年
ま
で
記
し
て

あ
る
が
、
文
正
元
（
一
四
六
六
）
年
か
ら
詳
細
に
武
田
信
虎
・
信
玄
時
代
の
戦
乱
の
動
静
や
飢
餓
・
疫
病
な
ど
を
明
確
に
し
た
日
蓮
宗
の

今
回
の
調
査
で
県
内
に
お
い
て
四
五
寺
院
中
七
寺
院
に
、
江
戸
初
期
か
ら
約
四
百
年
を
経
た
過
去
帳
を
見
出
し
た
。
四
五
寺
約
一
三
万
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名
に
つ
き
新
し
い
解
析
法
で
検
討
し
た
。

１
、
長
・
幼
別
月
次
変
動
（
図
２
）

山
梨
の
寺
院
で
は
年
齢
に
つ
い
て
明
記
し
て
あ
る
も
の
が
多
い
が
、
無
記
入
の
も
の
も
あ
る
の
で
、
十
歳
以
上
を
〃
長
″
と
し
、
十
歳

未
満
を
〃
幼
″
の
二
段
階
に
分
け
た
。
宗
派
に
よ
っ
て
法
名
も
異
な
る
が
、
居
士
、
信
士
、
信
女
、
大
姉
等
を
〃
長
″
と
し
、
童
子
、
童

女
、
嬰
女
、
該
子
、
水
子
、
産
子
等
を
〃
幼
″
と
し
た
。
明
か
に
死
胎
何
ヶ
月
と
し
た
も
の
は
死
産
と
し
た
。

２
、
年
次
変
動
３
、
一
○
年
次
変
動
（
図
１
）

私
は
県
内
を
国
中
（
甲
府
盆
地
）
と
郡
内
（
富
士
山
麓
）
に
分
け
、
国
中
を
甲
府
、
峡
東
、
峡
中
、
峡
北
、
峡
南
の
五
地
域
に
分
け
、

倉
）

四
五
寺
院
、
約
二
二
万
名
に
つ
き
上
記
の
方
法
で
調
査
・
検
討
を
行
っ
た
。
こ
の
長
・
幼
月
次
法
は
既
に
青
木
氏
の
「
疫
痩
史
」
で
使
用

さ
れ
、
病
名
の
研
究
に
役
立
っ
て
い
る
こ
と
を
前
回
発
表
後
知
っ
た
。

こ
れ
で
、
疾
病
構
造
の
変
化
が
よ
く
わ
か
る
。
江
戸
時
代
か
ら
大
戦
前
ま
で
は
二
峯
性
（
幼
、
老
）
で
、
大
戦
時
に
三
峯
性
（
幼
青
老
）

と
な
り
、
現
在
は
一
峯
性
（
老
）
と
な
っ
た
。

研
究
目
標
を
伝
染
病
、
飢
瞳
、
コ
レ
ラ
流
行
の
実
態
と
経
路
（
中
沢
良
英
担
当
）
、
地
震
、
洪
水
、
戦
争
、
死
産
の
七
目
標
と
し
、
各

地
域
ご
と
に
さ
ら
に
年
次
一
○
年
次
の
表
を
作
成
し
た
。

檀
家
の
数
は
五
○
～
一
、
三
五
○
軒
ま
で
あ
る
が
、
一
○
○
～
四
○
○
の
間
が
大
多
数
を
占
め
る
。

宗
旨
別
に
は
曹
洞
宗
一
九
、
臨
済
宗
七
、
日
蓮
宗
六
、
真
言
宗
四
、
浄
土
宗
四
、
浄
土
真
宗
四
、
時
宗
一
で
あ
る
。

回
研
究
方
法

４
、
年
齢
別
変
動
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伝
染
病
に
つ
い
て
は
地
域
差
は
あ
る
が
、
痘
瘡
、
麻
疹
、
痢
症
、
傷
寒
等
に
つ
い
て
、
全
県
及
び
隣
接
の
長
野
県
の
二
地
域
で
ほ
ぼ
そ

の
パ
タ
ー
ン
は
一
致
し
て
い
る
。
さ
ら
に
青
木
氏
の
宮
城
、
岩
手
を
も
比
較
し
た
と
こ
ろ
、
そ
の
・
ハ
タ
ー
ン
は
ほ
ぼ
同
一
で
あ
っ
た
。

飢
鐘
に
つ
い
て
は
甲
府
盆
地
の
中
央
で
は
ほ
と
ん
ど
見
ら
れ
な
い
が
、
富
士
山
麓
や
八
ヶ
岳
山
麓
の
峡
北
地
方
と
、
そ
れ
に
近
い
信
州

南
佐
久
郡
川
上
村
、
諏
訪
郡
富
士
見
町
で
は
顕
著
に
見
ら
れ
る
、
山
梨
の
飢
餓
は
海
抜
を
二
○
○
、
三
○
○
、
五
○
○
、
七
○
○
、
一
、

○
○
○
、
一
、
二
○
○
メ
ー
ト
ル
以
上
に
分
け
て
み
る
と
、
海
抜
の
高
い
と
こ
ろ
ほ
ど
強
度
で
、
農
家
一
戸
あ
た
り
平
均
持
高
六
石
の
峡

東
は
弱
く
、
一
、
七
～
○
、
三
石
の
郡
内
や
峡
北
は
強
く
、
交
通
の
難
易
も
関
係
す
る
。

都
留
の
浄
泉
寺
や
峡
北
長
坂
の
清
光
寺
、
須
玉
の
海
岸
寺
な
ど
で
は
、
妙
法
寺
記
以
後
の
寛
永
一
九
（
一
六
四
二
）
年
、
承
応
三
（
一

六
五
四
）
年
、
寛
文
四
、
九
（
一
六
六
四
’
六
九
）
年
、
延
宝
元
（
一
六
七
三
）
年
、
天
和
二
（
一
六
八
二
）
年
、
元
禄
一
三
（
一
七
○

○
）
年
、
宝
永
四
（
一
七
○
七
）
年
、
享
保
七
（
一
七
一
三
）
年
、
亨
保
一
八
～
一
九
（
一
七
一
三
一
Ｔ
三
四
）
年
、
延
享
一
～
二
（
一
七

四
四
’
四
五
）
年
、
宝
歴
五
～
九
（
一
七
五
五
’
五
九
）
年
、
明
和
二
（
一
七
六
五
）
年
、
安
永
元
～
二
（
一
七
七
二
’
七
三
）
年
、
安

永
五
（
一
七
七
六
）
年
、
天
明
四
、
八
（
一
七
八
四
’
八
八
）
年
、
寛
政
七
、
九
（
一
七
九
五
’
九
七
）
年
、
享
和
三
（
一
八
○
三
）
年
、

文
化
三
（
一
八
○
六
麻
疹
）
年
、
天
保
五
、
八
（
一
八
三
四
’
三
七
）
年
等
に
見
ら
れ
た
。

さ
ら
に
宝
暦
、
天
明
、
天
保
の
大
飢
餓
に
つ
き
、
山
梨
各
地
域
、
飛
騨
、
東
北
に
各
時
期
基
準
年
を
設
け
、
こ
れ
を
一
○
○
と
し
て
比

較
し
た
と
こ
ろ
、
山
梨
ハ
飛
騨
八
東
北
と
強
弱
が
数
量
的
に
明
瞭
に
示
さ
れ
た
（
表
１
）
・

宮
城
で
は
三
大
飢
餓
で
そ
れ
ぞ
れ
七
万
名
、
二
○
万
名
。
一
○
万
名
を
失
っ
た
と
さ
れ
、
そ
の
た
め
、
人
口
が
回
復
す
る
ま
で
に
東
北

？
）
§
）

で
は
一
五
○
年
、
飛
騨
で
は
三
○
年
を
要
し
た
。

回
研
究
成
綴

(268）



飢
麟
を
例
に
と
り
、
昼

先
行
し
、
つ
い
で
傷
壷

れ
ら
疾
病
が
残
っ
た
。

例
え
ば
、
上
野
原
保
福
寺
の
文
久
二
年
の
コ
レ
ラ
と
麻
疹
の
同
時
流
行
で
年
間
一
○
二
名
も
死
ん
で
、
天
保
飢
鐘
と
相
次
ぐ
災
害
に
お

び
え
る
槻
家
不
安
を
一
掃
す
る
た
め
当
時
の
住
職
が
発
心
、
五
年
間
毎
日
、
米
一
合
、
金
一
文
の
寄
捨
を
集
め
て
山
門
を
建
設
し
た
こ
と

を
伝
え
る
棟
札
が
、
最
近
、
発
見
さ
れ
た
。

（
６
）
へ
５
）
３
）
⑰
）

安
永
五
年
の
麻
疹
大
流
行
は
長
崎
、
京
阪
、
関
西
、
仙
台
、
八
丈
島
、
青
森
、
な
ど
全
国
に
及
び
、
双
葉
町
龍
地
部
落
に
大
被
害
を
与

え
た
こ
と
、
信
州
の
川
上
村
居
倉
部
落
で
嘉
永
三
年
庖
瘡
の
流
行
で
死
ん
だ
青
年
の
死
を
い
た
象
、
碑
に
刻
ん
で
あ
る
こ
と
、
南
部
町
で

天
保
３
年
庖
瘡
が
繁
昌
し
た
こ
と
が
過
去
帳
に
記
し
て
あ
る
。
信
州
富
士
見
町
上
蔦
木
三
光
寺
で
は
約
三
万
名
が
、
二
○
部
落
を
三
百
年

当
時
の
飢
餓
は
予
防
も
治
療
も
全
く
及
ば
な
い
大
惨
害
で
、
栄
養
失
調
に
よ
る
餓
死
の
ほ
か
、
伝
染
病
に
よ
る
も
の
だ
っ
た
。

で
）
？
）
（
８
）

私
は
「
日
本
疾
病
史
」
「
飢
餓
日
本
史
」
「
歴
史
年
表
」
青
木
、
須
田
氏
の
著
書
と
山
梨
六
地
域
の
成
績
と
、
前
回
の
長
・
幼
月
次
疾
病

表
（
註
３
の
別
図
２
）
を
参
照
し
つ
つ
、
疾
病
を
区
別
し
た
。

山
梨
峡
東
地
区
で
一
二
肋
以
上
離
れ
た
塩
山
市
藤
木
と
御
坂
上
黒
駒
の
両
寺
を
同
じ
こ
の
表
に
記
入
し
た
ら
、
そ
の
・
ハ
タ
ー
ン
が
ほ
と

ん
ど
全
く
同
じ
で
あ
り
、
驚
き
つ
つ
確
認
し
た
。

こ
の
こ
と
は
全
県
四
五
寺
の
成
綴
に
つ
い
て
も
、
‐
。
〈
タ
ー
ン
は
共
通
だ
が
、
伝
染
病
や
飢
餓
の
強
弱
な
ど
各
寺
院
ご
と
の
特
色
が
あ
る

こ
と
を
示
し
て
い
る
。

こ
の
比
較
法
は
全
国
各
地
域
の
飢
鯉
に
応
用
さ
れ
、
飢
鰹
の
強
度
の
計
数
的
比
較
が
可
能
と
な
っ
た
。
こ
こ
に
飢
鯉
の
本
質
を
天
保
の

瞳
を
例
に
と
り
、
長
・
幼
年
次
変
化
で
見
る
と
、
図
２
の
や
う
に
、
長
・
幼
で
そ
れ
ぞ
れ
死
亡
曲
線
が
異
な
り
、
先
づ
長
で
は
飢
死
が

行
し
、
つ
い
で
傷
寒
も
あ
り
、
三
七
～
三
八
年
に
は
餓
死
、
傷
寒
が
多
く
、
幼
で
は
痘
瘡
つ
い
で
痢
症
も
見
ら
れ
る
。
三
九
年
に
は
こ
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次
に
、
三
大
飢
餓
前
の
飢
餓
に
つ
い
て
は
、
峡
北
か
郡
内
の
各
寺
に
明
瞭
に
見
ら
れ
、
峡
北
清
光
寺
で
明
治
ま
で
に
二
四
回
、
都
留
浄

泉
寺
の
二
二
回
な
ど
で
あ
る
。
こ
の
地
域
で
は
一
○
年
ま
た
は
数
年
お
き
に
飢
鐘
が
見
ら
れ
た
。

県
内
の
三
大
飢
鐘
に
つ
い
て
は
、
郡
内
が
最
も
ひ
ど
く
、
峡
北
、
峡
中
が
こ
れ
に
次
ぎ
、
天
保
飢
餓
は
峡
南
に
は
見
ら
れ
な
か
っ
た
。

大
飢
態
の
翌
年
は
、
多
く
の
地
区
で
死
亡
が
減
っ
て
い
る
（
表
２
）
・
飢
繊
の
最
高
は
岩
手
県
花
巻
で
天
明
四
（
一
七
八
四
）
年
に
餓
死

（
５
）
（
、
）

者
九
七
○
に
達
し
、
人
口
の
四
六
％
を
失
っ
た
。
県
内
に
つ
い
で
は
河
口
湖
畔
や
大
月
市
黒
野
田
、
峡
北
大
泉
村
で
天
保
飢
鐘
で
人
口
の

の
最
初
か
ら
部
落
別
、
長
・
幼
別
に
分
け
て
記
入
さ
れ
て
い
た
の
に
驚
嘆
し
た
。

古
い
過
去
帳
に
は
日
拝
が
多
い
。
甲
府
法
泉
寺
で
は
月
拝
で
記
入
し
、
牧
丘
洞
雲
寺
で
は
老
住
職
が
幼
児
死
を
特
別
詳
し
く
記
入
し
て

あ
り
、
峡
北
海
岸
寺
で
は
部
落
ご
と
の
各
家
の
家
系
が
整
理
し
て
記
入
さ
れ
て
あ
る
。
め
づ
ら
し
い
こ
と
贋
・
山
梨
市
光
明
寺
で
は
浄
土

宗
だ
が
、
結
婚
過
去
帳
が
あ
っ
て
、
住
職
が
檀
家
の
指
導
を
し
た
あ
と
を
見
た
。

長
・
幼
に
つ
き
、
日
蓮
宗
久
本
寺
で
は
信
士
女
が
一
五
歳
以
上
、
童
子
女
が
八
～
一
四
歳
、
嬰
子
女
が
四
～
七
歳
、
該
子
が
一
～
三
歳
、

水
子
が
一
歳
ま
で
と
し
、
曹
洞
宗
洞
雲
寺
で
は
禅
童
子
が
一
五
歳
ま
で
、
童
子
女
が
一
○
歳
ま
で
、
咳
子
女
が
満
二
歳
ま
で
、
嬰
児
女
が

一
歳
ま
で
と
し
、
水
子
と
区
別
し
て
い
る
。

過
去
帳
の
原
型
は
一
蓮
寺
を
例
に
と
る
と
、
戒
名
は
男
性
が
一
宇
、
女
性
が
二
字
の
時
代
が
長
く
続
き
、
十
数
字
に
及
ぶ
長
い
戒
名
は

終
戦
以
後
に
限
る
と
い
っ
て
よ
い
。

要
し
た
。

（
哩
）

一
○
％
を
失
っ
た
な
ど
で
あ
る
。

多
く
の
寺
院
で
得
た
伝
染
病
に
つ
い
て
の
事
実
を
つ
ぎ
合
わ
せ
る
の
に
は
、
発
掘
土
器
の
破
片
を
復
元
す
る
の
と
同
じ
忍
耐
と
根
気
を
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富
士
川
舟
運
は
上
り
数
日
、
下
り
半
日
を
要
し
、
甲
信
の
米
を
駿
河
に
運
ぶ
、
南
部
町
で
舟
着
場
に
近
い
妙
浄
寺
と
対
岸
一
肋
に
あ
る

内
船
寺
を
調
べ
る
と
、
前
者
で
は
江
戸
時
代
に
三
回
、
明
治
に
二
回
も
コ
レ
ラ
が
通
過
し
て
い
る
の
に
、
後
者
は
文
久
２
年
と
明
治
に

三
回
侵
入
し
て
い
た
。
鰍
沢
で
は
安
政
五
年
七
月
一
○
、
一
三
日
に
死
者
が
あ
り
、
市
川
大
門
で
は
七
月
一
九
日
、
高
田
で
は
六
月
に
四

名
の
コ
レ
ラ
に
よ
る
死
亡
が
見
ら
れ
た
。

ス
ペ
イ
ン
か
ぜ
に
つ
い
て
は
、
山
梨
で
は
大
正
八
’
九
年
、
飛
騨
で
は
大
正
七
’
八
’
九
年
に
ピ
ー
ク
が
あ
る
が
、
各
地
区
と
も
に
大

差
は
な
い
。
全
国
的
に
は
二
、
三
九
○
万
名
の
発
病
官
三
九
万
名
死
亡
が
あ
っ
た
（
表
２
）

第
二
次
大
戦
に
つ
い
て
は
、
Ｂ
１
羽
の
空
襲
を
受
け
た
昭
和
二
○
年
、
死
亡
者
の
指
数
は
甲
府
の
三
五
四
が
最
高
で
、
山
梨
・
飛
騨
と

も
に
二
○
○
’
三
○
○
の
間
に
あ
る
。
昭
和
一
五
年
か
ら
増
加
し
、
二
○
年
が
ピ
ー
ク
と
な
り
、
全
国
で
は
兵
員
二
七
万
、
一
般
市
民

六
七
万
計
一
八
四
万
名
と
さ
れ
て
い
る
。

以
上
か
ら
天
保
八
年
、
大
正
九
年
、
昭
和
二
○
年
を
三
つ
の
柱
と
し
て
比
較
す
る
と
、
一
応
の
〃
メ
ド
″
と
し
て
受
け
取
れ
る
。
な
ほ

（
咽
）

北
陸
ｌ
金
沢
、
能
登
、
富
山
で
も
山
梨
や
飛
騨
と
酷
似
し
た
。
ハ
タ
ー
ン
が
見
ら
れ
る
。

明
治
一
二
年
、
山
梨
県
で
、
明
治
政
府
の
テ
ス
ト
と
し
て
人
口
調
査
を
行
っ
た
の
が
、
甲
斐
人
別
調
で
、
日
本
的
に
唯
一
無
二
の
文
献

（
Ｍ
）

で
あ
る
。
こ
の
年
齢
構
成
を
ゑ
る
と
、
天
明
・
天
保
・
慶
応
の
飢
鯉
、
安
政
コ
レ
ラ
の
変
化
が
鮮
か
に
記
さ
れ
て
い
る
ｐ

コ
レ
ラ
流
行
に
つ
い
て
は
、
甲
府
市
に
入
る
ま
で
に
二
つ
の
経
路
が
あ
る
（
図
３
）
・
上
野
原
か
ら
入
り
、
郡
内
を
侵
し
、
笹
子
峠
を

経
て
甲
州
街
道
か
ら
入
る
の
と
、
富
士
川
舟
運
に
よ
る
も
の
と
あ
る
が
、
後
者
が
半
月
ほ
ど
早
く
江
戸
時
代
に
は
入
っ
て
い
る
。

甲
府
に
は
安
政
五
、
六
年
と
文
久
二
年
の
三
回
と
、
明
治
に
な
っ
て
九
、
一
○
、
二
、
一
二
、
一
五
、
一
九
、
二
三
、
一
一
八
年
の
八

甲
府
に
は
安
政
五
、

回
な
ど
入
っ
て
い
る
。
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こ
れ
に
対
し
郡
内
の
諸
寺
に
つ
い
て
は
、
安
政
五
年
八
月
に
上
野
原
で
一
三
名
、
都
留
浄
泉
寺
で
一
六
名
、
富
士
吉
田
で
九
名
を
見
、

安
政
六
年
に
は
都
留
市
で
八
月
に
五
六
名
の
記
入
が
あ
る
。
文
久
二
年
に
は
上
野
原
で
六
月
に
麻
疹
が
あ
り
、
八
月
に
は
大
人
一
五
名
、

小
供
一
七
名
に
コ
レ
ラ
の
侵
入
が
あ
る
。
都
留
浄
泉
寺
で
は
大
人
三
五
名
、
小
供
五
七
名
、
富
士
吉
田
大
正
寺
で
は
そ
れ
ぞ
れ
八
名
、
一
．

五
名
、
山
梨
湖
寿
徳
院
で
は
大
人
十
名
の
死
亡
を
見
た
。

明
治
に
は
上
野
原
で
六
回
、
都
留
浄
泉
寺
で
三
回
、
吉
田
大
正
寺
で
五
回
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
が
、
山
中
湖
畔
に
は
侵
入
が
な
か
っ
た
。

甲
府
瑞
泉
寺
で
は
安
政
五
年
七
月
に
四
名
、
八
月
に
三
一
名
、
九
月
に
大
人
九
名
、
小
供
一
名
で
年
間
に
計
八
一
名
、
安
政
八
年
七
月

に
は
そ
れ
ぞ
れ
四
名
、
一
名
、
九
月
に
六
名
あ
り
、
法
泉
寺
で
は
安
政
五
、
六
年
に
そ
れ
ぞ
れ
一
二
名
、
八
名
が
あ
る
。

明
治
年
間
に
瑞
泉
寺
で
は
上
記
の
九
回
、
法
泉
寺
で
は
一
三
、
一
五
、
一
九
年
の
三
回
見
ら
れ
た
。

甲
府
か
ら
韮
崎
を
経
て
、
佐
久
ま
た
は
信
州
街
道
を
通
過
し
、
県
境
を
越
え
る
。
佐
久
地
方
に
入
る
前
の
須
玉
町
海
岸
寺
で
は
、
文
久

二
年
、
明
治
一
九
年
の
二
回
侵
入
が
あ
り
、
信
州
川
上
村
宗
泉
寺
で
も
同
様
の
二
回
と
な
っ
て
い
る
。

信
州
街
道
の
場
合
は
、
本
街
道
の
北
巨
摩
郡
白
州
と
台
ヶ
原
の
二
寺
で
は
文
久
二
年
の
一
回
の
象
で
、
脇
道
の
長
坂
町
清
光
寺
で
は
発

生
が
文
久
二
年
、
明
治
一
二
、
一
五
、
一
九
年
な
の
に
、
諏
訪
郡
富
士
見
町
三
光
寺
で
は
上
蔦
木
の
安
政
五
年
、
文
久
二
年
、
明
治
一
二
、

一
五
、
一
九
年
と
な
っ
て
い
る
。
さ
ら
に
三
光
寺
で
調
べ
、
同
町
の
街
道
沿
い
と
山
付
部
落
に
分
け
て
観
察
す
る
と
、
流
行
は
街
道
沿
い

に
強
く
、
山
付
で
は
文
久
二
年
の
承
で
、
主
と
し
て
麻
疹
で
コ
レ
ラ
は
少
な
か
っ
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

富
士
五
湖
の
一
つ
、
本
栖
湖
畔
の
江
岸
寺
で
は
部
落
が
五
○
軒
以
下
で
、
周
囲
と
全
く
交
流
が
な
く
、
檀
家
は
静
岡
県
に
も
及
ん
で
い

る
が
、
文
久
二
年
は
麻
疹
も
な
く
、
コ
レ
ラ
は
明
治
年
間
も
侵
入
は
な
か
っ
た
。
し
か
し
、
天
保
飢
鯉
で
は
全
戸
数
の
半
数
の
家
で
死
亡

し
て
い
る
。
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地
震
に
つ
い
て
見
る
と
、
山
中
湖
の
平
野
部
落
で
、
元
禄
一
六
年
二
月
二
六
日
と
大
正
一
二
年
九
月
一
日
の
関
東
大
震
災
の
た
め
に
、

と
も
に
七
～
八
名
死
亡
し
て
い
る
。
一
方
安
政
元
年
二
月
四
日
の
大
地
震
の
場
合
、
村
の
家
が
ほ
と
ん
ど
倒
壊
し
た
西
八
代
郡
高
田
村

（
長
生
寺
）
で
死
者
は
三
名
あ
っ
た
。

間
引
（
堕
胎
）
に
つ
い
て
は
、
明
治
・
大
正
年
間
と
戦
後
の
優
生
保
謹
法
が
施
行
さ
れ
て
か
ら
以
降
と
を
比
較
し
て
、
戦
前
・
戦
後
の

死
産
数
は
ほ
ぼ
同
数
で
あ
る
こ
と
が
県
内
各
地
で
認
め
ら
れ
た
。
当
院
と
県
の
統
計
に
よ
る
と
、
戦
後
の
二
○
年
間
に
自
然
死
産
率
は
出

産
一
、
○
○
○
に
対
し
五
四
、
四
↓
四
七
、
一
と
ほ
と
ん
ど
変
ら
な
い
の
に
比
べ
て
、
人
工
死
産
率
は
四
四
、
一
↓
一
三
、
一
と
殊
に
一

○
年
前
か
ら
著
減
し
た
。

大
洪
水
に
つ
い
て
ゑ
る
と
、
明
治
四
○
年
八
月
二
二
日
に
峡
東
地
方
に
多
数
の
死
傷
者
を
生
じ
、
伊
勢
湾
台
風
で
は
鉄
砲
水
で
西
八
代

郡
上
九
一
色
古
関
と
南
都
留
郡
足
和
田
村
の
西
湖
々
畔
で
二
○
’
九
四
名
の
死
者
を
出
し
、
昭
和
三
一
年
に
北
巨
摩
郡
大
泉
村
谷
戸
で
は

１
、
病
名
記
入
の
あ
る
飛
騨
の
過
去
帳
を
調
査
し
、
長
幼
別
の
死
亡
曲
線
が
主
と
し
て
伝
染
病
の
種
類
に
よ
っ
て
、
夫
々
特
異
で
あ
り
、

長
階
（
大
人
）
で
は
傷
寒
、
コ
レ
ラ
、
流
感
、
餓
死
、
戦
死
な
ど
、
幼
階
（
小
供
）
で
は
痘
瘡
、
麻
疹
、
痢
症
な
ど
の
変
化
を
知
る
こ
と

が
出
来
る
。
し
か
も
、
病
気
の
種
類
に
よ
り
特
異
な
状
態
を
と
り
、
識
別
可
能
の
場
合
が
多
い
。

２
，
大
飢
餓
や
大
戦
の
場
合
は
こ
れ
ら
疾
患
が
複
合
ま
た
は
合
併
し
て
災
害
を
大
き
く
す
る
。

３
、
戦
前
の
疾
病
構
造
は
戦
後
の
昭
和
三
○
年
頃
か
ら
一
変
し
た
。
即
ち
、
江
戸
時
代
か
ら
つ
づ
い
た
伝
染
病
、
結
核
、
乳
幼
児
等
は
著

減
し
、
戦
後
は
成
人
病
を
主
と
し
た
も
の
と
な
っ
た
。

百
数
十
名
の
死
者
を
出
し
た
。

回
ま
と
め

(273）



８
、
堕
胎
、
死
産
に
つ
い
て
明
治
Ｈ

産
は
十
年
前
か
ら
激
減
し
て
い
る
。

５
、
飢
僅
の
出
現
は
県
内
各
地
域
に
よ
り
著
差
が
あ
り
、
峡
北
・
郡
内
は
江
戸
時
代
に
二
四
回
も
起
き
て
い
る
こ
と
が
年
次
変
動
で
認
め

ら
れ
る
が
、
一
○
年
次
変
動
で
は
峡
東
は
二
回
弱
く
、
峡
北
・
郡
内
で
は
六
’
七
回
強
く
起
き
て
い
る
。

年
次
及
び
一
○
年
次
変
動
で
、
各
地
域
の
飢
鯉
、
ス
・
へ
イ
ン
か
ぜ
、
戦
争
に
つ
い
て
、
そ
の
強
弱
を
比
較
出
来
る
。
さ
ら
に
天
保
飢
鯉
、

ス
ペ
イ
ン
か
ぜ
、
大
戦
の
三
つ
を
死
亡
数
の
柱
と
し
て
比
較
す
る
の
が
好
都
合
で
あ
り
、
実
際
的
で
あ
ろ
う
。
江
戸
以
前
に
つ
い
て
は
一

蓮
寺
過
去
帳
、
塩
山
向
岳
寺
記
、
妙
法
寺
記
を
通
じ
て
類
推
出
来
る
。

６
、
伝
染
病
、
飢
繊
の
．
〈
タ
ー
ン
は
山
梨
各
地
と
長
野
県
の
一
部
で
は
同
一
で
あ
り
、
飛
騨
と
宮
城
・
岩
手
県
で
も
ほ
ぼ
同
一
だ
と
確
認

７
、
コ
レ
ラ
流
行
に
つ
い
て
は
、
各
地
の
各
時
期
の
状
況
を
時
間
的
に
追
求
し
、
流
行
経
路
と
被
害
を
確
認
出
来
た
。
甲
府
に
入
る
コ
レ

ラ
の
二
経
路
の
時
間
差
は
、
江
戸
時
代
は
二
週
間
ほ
ど
あ
っ
た
が
、
明
治
に
入
り
初
発
地
が
長
崎
か
ら
横
浜
に
移
っ
た
た
め
、
短
縮
し

た
。
明
治
一
二
、
一
五
、
一
九
年
に
県
下
で
多
大
の
被
害
を
起
し
た
が
、
江
戸
時
代
の
三
回
と
比
較
す
る
と
、
そ
の
数
は
ほ
と
ん
ど
差
が

な
く
、
被
害
地
域
も
ほ
ぼ
一
致
し
て
い
る
。

８
、
堕
胎
、
死
産
に
つ
い
て
明
治
以
降
を
調
査
し
た
結
果
、
優
生
保
護
法
施
行
前
後
で
は
ほ
ぼ
同
数
で
あ
る
が
、
五
ヶ
月
以
上
の
人
工
死

さ
れ
た
。

９
、
地
震
お
よ
び
洪
水
に
つ
い
て
、
過
去
帳
か
ら
調
査
し
、
確
認
す
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
。

４
、
五
○
’
一
○
○
軒
の
檀
家
で
も
二
、
○
○
○
’
三
、
○
○
○
名
あ
る
と
、
長
・
幼
年
次
法
で
そ
の
寺
の
．
〈
タ
ー
ン
を
読
め
る
こ
と
が

わ
か
っ
た
。
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立
川
昭
二
、
日
本
人
の
病
暦
、
中
央
公
論
社
（
昭
五
一
）

須
田
圭
三
、
飛
騨
Ｏ
寺
院
の
過
去
帳
の
研
究
（
自
家
版
昭
四
八
）

中
澤
忠
雄
ら
、
過
去
帳
に
よ
る
山
梨
峡
東
農
民
死
因
の
疫
学
的
観
察
、
民
族
衛
生
四
二
（
三
）
一
九
七
七

全
、
山
梨
県
民
の
死
因
、
公
衆
衛
生
四
三
（
二
）
（
昭
五
四
）

青
木
大
輔
、
疫
痩
史
、
宮
城
県
史
二
二
巻
、
一
九
六
二

富
士
川
遊
、
日
本
疾
病
史
、
平
凡
社
、
東
洋
文
庫
一
九
六
九

中
島
陽
一
郎
、
飢
瞳
日
本
史
、
雄
山
閣
、
一
九
七
六

中
央
公
論
社
、
日
本
歴
史
年
表
、
一
九
六
七

今
川
徳
三
、
八
丈
島
流
人
帳
、
毎
日
新
聞
社
、
一
九
七
八

宮
崎
進
生
、
青
森
県
の
歴
史
、
山
川
出
版
、
一
九
七
○

大
月
市
史
、
大
月
市
、
一
九
七
六

大
泉
村
史
資
料
、
大
泉
村
、
一
九
七
三

岡
田
晃
、
北
陸
の
風
土
と
保
健
事
情
、
民
族
衛
生
（
付
録
）
一
九
七
八

山
梨
県
師
範
女
子
師
範
学
校
、
山
梨
県
綜
合
研
究
、
名
著
出
版
、
一
九
二
一
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＝
1⑪
.O〉
と
し
て
，
他
の
各
年
代
と
の
対
比
を
示
し
た
も
の
で
あ
る
．

表
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れ
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じ
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1
恋
7

（
7）

1
7
詔

（
8）
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極

'
天
鋤
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ノ

芯鋤 １く
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１く

1
7
鱈

(
5
）

1
7
齢

(
6
）

1
7
釘

（
7）

I
1
"
2

1
油

｜(苓爆）
(
8
）

1
函

(4）

1
鯛
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（
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謹め １ｔ
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唾

(7）

1
田
7

（
8）

1
函

(9）

1
函
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別
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3
7
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4
6
1
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7
1
．
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露
.
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型
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1
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露
.
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表
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地
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院
過
去
帳
に
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る
死
亡
数
（
ス
ペ
イ
ン
か
ぜ
お
よ
び
第
2次
大
戦
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磯
馴
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器
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9
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9
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7
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3
1
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．
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1
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．
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1
9
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1
5
9
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4
0
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3
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2
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1
3
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9
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1
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1
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4
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1
4
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．
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9
1
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7
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1
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9
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3
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7
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2
9
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3
5
3
.
6

8
4

1
0
0
．
0

（や眠く）

9
1

1
1
0
4
1

1
0
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富
士
見

須玉

(戦
牧丘

（甲府）

&燕:壁
（甲府）

&燕:壁

(峡中）

図3山梨県のコレラ伝染経路

筆
者
紹
介

中
沢
忠
雄
氏
、
医
療
法
人
加
納
岩
病
院
理
事
長
医
学
博
士
、

新
潟
医
大
病
理
、
慶
大
産
婦
人
科
出
。
昭
和
十
六
年
六
月
鉄
道

第
二
連
隊
第
二
大
阪
附
軍
医
に
応
召
、
林
も
亦
同
大
隊
に
属
し

て
、
ハ
ル
ビ
ン
、
黒
河
後
中
支
に
従
軍
、
復
員
後
も
友
誼
を
重

ね
て
今
日
に
至
る
、
子
息
二
人
亦
医
者
と
し
て
父
を
助
け
つ
つ

あ
り
。

（
林
是
幹
記
）

（279）


